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　ホームページや facebook などのソーシャルネットワークを有
効に利用して、棚田の情報を発信する団体がどんどん増えていま
す。もともと、美しい写真素材や豊かな地域性、そして伝統的な
情報の宝庫である棚田は、インターネットの世界でも魅力的なコ
ンテンツになりつつあります。今号は、編集部おすすめの“頑張っ
てる！棚田ホームページ”を紹介します。

棚田に必要な
情報満載！

お米作りに特化したカッコいい
オーナー制度紹介サイト

棚田界で最も新しい
インターフェイス！

棚田へ行こうよ！.net
NPO 法人せんがまち棚田倶楽部

http://www.tanada1504.net/
http://www.otarimura.net/

tanada/index.html

http://ueyama.shu-raku.jp/

OTARIMURA.NET
田んぼオーナー制度
小谷村役場振興課農林係

上山集落
NPO 法人英田上山棚田団

静岡県菊川市上倉沢にある「せ
んがまちの棚田」のホームペー
ジは、とにかく情報量が多い！ 
オーナーさんである若いウェブ
デザイナーが自らの体験も織り
込みながら、棚田に必要な情報
を楽しく紹介しています。イラ
ストによる〈服装・持ち物ガイド〉
や〈棚田の一年〉は必見。昭和
40 年代の写真を使って棚田の歴
史も語るなど、かゆいところに
手の届く気遣いがいっぱいです。

長野県の豪雪地帯、小谷村の
オーナー制度を紹介するホー
ムページ。独特のデザイン感
覚で、古き良き田園風景を洗
練されたカッコいいスタイル
に表現しています。活動風景
の写真がとにかくいっぱい。
しかも見やすくまとめられて
います。最近更新が少ないの
が残念です。ぜひ「よりみち
コラム」など続けて欲しい！

岡山県の美作市上山を拠点に
活動する NPO 法人英田上山
棚田団の運営するホームペー
ジ。Faceook、twitter な ど 最
新の SNS を駆使し、見やすさ
などなんのその！　とにかく
遊び心はじける若さ満載のイ
ンターフェイスです。地域に
若者が関わってる感がとても
伝わり、こんな集落があるな
ら行ってみたいと思わせる魅
力あるホームページです。

棚田の
ホームページ

特集
頑張ってる！
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いこま棚田クラブ

小千谷市の棚田を守る会

http://www1.kcn.ne.jp/
~mkosaka/

http://www.tanada.gr.jp

奈良県生駒市いこま棚田の HP。
ページ数も多く情報が豊富です。
更新もまめで素晴らしい！

ドメインが「tanada.gr.jp」！ 気
合入ってます。シンプルですが、
更新者の熱心さが見えてきます。

平尾 里山・棚田守
も り び と

り人の会

岩座神ネット

明日香の未来を創る会

棚田倶楽部（大山千枚田）

http://oginosato.jp/
moribitonokai/owner/bosyu.

http://isarigami.net/

http://www.asukamirai.org/
index.html

http://www.senmaida.com

滋賀県大津市仰木平尾の棚田
の HP。FB ページもあり、オー
ナー制度情報が充実。

兵庫県多可町岩座神の棚田の
HP。見やすいし、イベント情報
等の更新も随時行っています。

奈良県明日香村奥飛鳥地域の
HP。今どきのワイドなページ作り。
トップの写真ギャラリーも綺麗！

千葉県鴨川市大山千枚田の HP。
検索でも常に上位。ライブカメ
ラで「現在」の棚田、見られます。

恵那市坂折棚田保存会

http://sakaori-tanada.com/

岐阜県恵那市の坂折棚田の HP。棚
田マイちゃんが歓迎してくれます。トッ
プの写真スライドショー、美しいです。

石部棚田へ行こうよ！池谷・入山ガイド

http://ishibu-tanada.com/http://www.iketani.org

静岡県松崎町石部棚田の HP。
FB ページもあり、随時更新。

新潟県十日町市池谷集落の HP。多く
のプロジェクトを立ち上げ、メディアに
もひっぱりだこの、地域おこし模範！？

頑張ってる
棚田のホームページ

まだまだあります！
棚田ネットウェブ担当ウッチーがチェック！
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二
十
四
節
気
の
第
十
八
番
目
が

「
霜
降
」で
、
初
候
が
「
霜
始
降
」
。

今
年
旧
暦
九
月
十
九
日
（
新
暦
十

月
二
十
三
日
）
に
当
た
る
。 

四
国
の

山
中
を
走
っ
て
い
た
と
き
、
収
穫
の

終
わ
っ
た
棚
田
に
並
ぶ
わ
ら
ボ
ッ
チ

を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
思
わ
ず
車

を
停
め
た
。 

偶
然
な
の
だ
ろ
う
が
、

ま
る
で
意
識
し
て
置
か
れ
た
も
の
に

感
じ
る
。 

農
作
業
を
し
て
い
る
人
に

「
ア
ー
ト
」な
ど
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
生
ま

れ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
こ
れ
ほ
ど
わ

ら
ボ
ッ
チ
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。 

霜
が
降
り
て
、
白
い
三
角

頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
「
わ
ら
ボ
ッ
チ

星
人
」に
変
身
す
る
姿
を
想
像
し
て

し
ま
っ
た
。

春

夏

秋

冬 冬至夏至
小寒

大雪

芒種

小暑

大寒

小雪

小満

立春立夏

立秋

大暑

立冬

雨
水

穀
雨

処
暑

啓
蟄

寒
露

清
明

白
露

春
分

秋
分

霜
降
そ
う
こ
う

棚
田
ご
よ
み

二
十
四
節
気し

も
は
じ
め
て
ふ
る

写
真
・
文 

青
柳 

健
二

高
知
県

土
佐
町
の
棚
田

1958年、山形県河北町生まれ。 山形大学工
学部卒業。 日本を含むアジア各地の稲作文
化、とくに棚田とそこに暮らす人々を撮影し、
新聞、雑誌、写真展で発表。 主な著書は『日
本の棚田百選』（小学館）、『棚田を歩けば』
（福音館書店）、『花咲（わら）う』（廣済堂出
版）など。 2012年には棚田ネットワークの旧暦
棚田ごよみ製作に全面協力。
http://www.aoyagikenji.com

青柳 健二 Pro�le

霜
降

棚田facebookの輪

みんなで繋がろう！

気軽に更新出来て利用者のつながりがスムーズな、いま最
も旬な情報発信ツール。棚田 facebook ページは「いいね」
どれくらい？ ※ちなみに、棚田ネットワークの「いいね！」は 344 です。

いいね！ランキング（2013.10.10 現在）※棚田の情報を発信している保全団体をピックアップ

	 1.  英田上山棚田団（岡山県美作市）	 993
	 2.  池谷・入山集落（新潟県十日町市）	 541
	 3.  石部棚田へ行こうよ！（静岡県松崎町）	 255
	 4.  袖志の棚田再生プロジェクト（京都府京丹後市）	 208
	 5.  棚田清流の会（山口県周南市）	 185
	 6.  内成棚田（大分県別府市）	 142
	 7.  恵那市坂折棚田保存会（岐阜県恵那市）	 126
	 8.  明日香の未来を創る会（奈良県明日香村）	 113
	 8.  田土棚田クラブ（岡山県和気町）	 113
	 10.  大山千枚田保存会 （千葉県鴨川市）	 112
	 11.  金山棚田を守る会（岩手県一関市）	 93
	 12.  よかっぺいばらき（茨城県つくば市）	 89
	 13.  岩座神ネット（兵庫県多可町）	 53
	 14.  伊万里 すみやま棚田守る会（佐賀県伊万里市）	 44
	 15.  久留女木の棚田を守る会（静岡県浜松市）	 40

Topics!全国の棚田オーナー制度紹介サイト
「棚田百貨堂」が始まります！
棚田ネットワークでは、今秋、全国 80 か所にの
ぼる棚田オーナー制度の紹介サイトをオープン
します。その名は「棚田百貨堂」！ 当団体きって
のデザイナーチームがオーナー制度を楽しく魅
力的に紹介して行きます。棚田のゆるきゃら・ヨ
ネちゃんも登場！ 掲載希望も随時受け付けてい
ます。ぜひ、覗いてみてください。 ヨネちゃん

【棚田百貨堂～棚田オーナー募集地域紹介サイト】   http://www.tanadaowner.com/
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上：舂米の棚田／下：田植え風景

若
桜
町
の
概
要

　

若
桜
町
は
鳥
取
県
の
東
南
端
に
位
置

し
、
兵
庫
県
と
岡
山
県
に
も
接
し
て
お

り
ま
す
。
町
は
中
国
山
地
の
東
に
た
た

ず
む
山
里
で
、
特
に
国
定
公
園
氷

ひ
ょ
う

ノの

山せ
ん

（
標
高
１
５
１
０
㍍
）
は
若
桜
氷
ノ
山
ス

キ
ー
場
が
あ
り
、
豊
富
な
積
雪
量
を
誇

り
、
県
西
部
の
大だ

い

山せ
ん

と
と
も
に
西
日
本

の
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
は
古
く
、
昭
和
37
年
に

８
０
０
㍍
地
点
に
リ
フ
ト
が
完
成
し
て

か
ら
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
場
と
し
て
生
ま

れ
か
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
63
年

に
は
町
営
の
樹
氷
ス
ノ
ー
ピ
ア
の
ス

キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
、
さ
ら
に
平
成
11

年
に
は
宿
泊
と
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
「
氷

ノ
山
高
原
の
宿
氷
太
く
ん
」、
自
然
を
ま

る
ご
と
楽
し
み
な
が
ら
体
感
で
き
る
日

本
最
大
級
の
夜
の
森
の
ジ
オ
ラ
マ
「
氷

ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
響
の
森
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。『
わ
か
さ
氷
ノ
山
ふ
れ

あ
い
の
里
』
は
、
県
内
最
大
規
模
の
「
わ

か
さ
氷
ノ
山
キ
ャ
ン
プ
場
」「
ス
キ
ー

場
」、
自
然
探
勝
路
、
登
山
道
な
ど
、
四

季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
和
み
の
里
で
あ

り
、
鳥
取
県
東
部
を
代
表
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

舂
米
地
区

　

兵
庫
県
に
接
す
る
舂
米
地
区
は
、
県

境
に
そ
び
え
る
氷
ノ
山
の
西
斜
面
中
腹
、

標
高
６
０
０
㍍
に
位
置
す
る
高
所
に
点

在
す
る
集
落
で
す
。
ス
キ
ー
場
付
近
に

あ
る
棚
田
は
三
地
区
に
わ
か
れ
拓
か
れ

て
お
り
、
平
成
11
年
８
月
、
こ
の
棚
田

が
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
町
が
経
営
す
る
宿
泊
施
設
「
氷

太
く
ん
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
眺
め
る
と
、
百
選
の
棚
田
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
、
き
れ

い
な
水
、
昼
と
夜
の
寒
暖
の
差
の
あ
る

高
冷
地
の
米
は
お
い
し
い
と
評
判
に
な

り
、「
棚
田
米
」
が
脚
光
を
浴
び
て
お
り

ま
す
。

　

今
日
ま
で
こ
の
棚
田
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
が
、
高
齢
化
の
波
が
お
し
寄
せ
、

若
年
層
の
流
出
が
目
立
っ
て
、
維
持
す

国
定
公
園
・
氷
ノ
山
に
あ
る
棚
田

〜
雄
大
な
自
然
の
中
に
…  

棚
田
を
守
り
地
域
に
活
力
を
〜

鳥
取
県
若わ
か

桜さ

町
ち
ょ
う

舂つ
く

米よ
ね
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上：初夏の舂米棚田／下：氷ノ山スキー場

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

平
成
10
年
頃
か
ら
県
、
若
桜
町
が
中

心
に
な
っ
て
若
桜
氷
ノ
山
棚
田
支
援
隊

を
毎
年
結
成
し
て
、
春
の
田
植
え
、
畦

の
草
刈
り
、
稲
刈
り
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
支
援
隊
と
言
え
ど

も
鳥
取
市
や
郡
内
の
公
務
員
の
関
係
の

方
が
多
く
、
本
当
の
市
民
に
よ
る
棚
田

支
援
隊
で
は
な
く
、
年
々
参
加
者
が
減

少
し
て
し
ま
い
、
い
つ
と
も
な
し
に
打

ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
鳥
取

県
農
山
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
N
P
O

法
人
学
生
人
材
バ
ン
ク
」
ス
タ
ッ
フ
の

支
援
に
よ
り
田
植
え
の
準
備
な
ど
の
作

業
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き
、
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
る
活
動
が
復
活
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

現
在
、
舂
米
地
区
で
は
高
齢
化
が
進
み

労
働
力
の
確
保
が
段
々
と
困
難
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
、
鳥
獣
に

よ
る
水
稲
、
果
樹
、
野
菜
等
や
森
林
被

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年

は
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
の
被
害
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
有
害
駆
除
、
猟
友
会
の
補
助
、

防
護
柵
の
設
置
補
助
、
鈴
の
配
布
を
し

氷ノ山
スキー場

鳥取県・若桜町
舂米棚田

茗荷谷
ダム

茗荷谷神社

29
482

若桜駅

鳥取市
方面

29

若桜中

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】�ＪＲ因美線郡家駅より若桜鉄道若桜

駅へ。若桜駅より町営バス（つく米
方面）つく米下車、約徒歩1ｋｍ

【自 動 車】	 鳥取市方面から：国道29号、国道
482号線で若桜町・氷ノ山スキー場
方面へ、約１時間

	 岡山市方面から：国道53号、29号、
482号へ、約3時間

	 中国自動車道山崎I.Cより：国道29
号、482号利用、約1.5時間

	 （鳥取自動車道河原I.Cより連絡道、
国道29号、482号も可）

■ お問い合わせ
つく米棚田ファーマーズ　代表  奈羅尾寿夫
Tel.0858-82-1850

て
来
ま
し
た
が
一
向
に
被
害
は
衰
え
ず
、

農
家
の
生
産
意
欲
が
減
退
し
て
棚
田
等

の
耕
作
放
棄
地
が
増
大
し
、
集
落
で
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
棚
田
の
中
に

歯
抜
け
の
遊
休
農
地
が
目
立
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
最
近
で
は
捕
獲
し
た
有
害

獣
を
活
用
し
た
鹿
カ
レ
ー
、
猪
カ
レ
ー
、

薫
製
も
商
品
化
さ
れ
、
明
る
い
材
料
に

も
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

評
判
の
「
棚
田
米
」
も
含
め
道
の
駅
「
桜

ん
坊
」
を
中
心
に
売
り
出
し
た
り
、「
若

桜
米
」
と
し
て
東
洋
ラ
イ
ス
よ
り
東
京

の
「
タ
ニ
タ
食
堂
」
へ
も
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
氷
ノ
山
の
棚
田
を

近
郊
の
市
民
農
園
と
し
て
活
用
し
、
遊

休
農
地
の
解
消
、
都
市
と
の
交
流
、
リ

ピ
ー
タ
ー
か
ら
移
住
へ
と
導
き
地
域
の

活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

季
節
と
と
も
に
変
化
を
見
せ
る
棚
田

の
素
晴
ら
し
い
景
観
と
、
こ
の
雄
大
な

自
然
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

つ
く
米
棚
田
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
事
務
局  
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棚田ライダー1号  竹内 ヒカル（東京都世田谷区）

ひたすら棚田を求めて
走り続ける…人呼んで
〝棚田ライダー〟 
今日もどこかの棚田に
そいつはやってくる！

　
こ
の
度
は
、
初
代
棚
田
ラ
イ
ダ
ー
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
大
変
光
栄
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

棚
田
歴
は
2
0
1
2
年
春
の
伊
豆
・
石
部
棚
田
の
復
田
か

ら
と
、
ま
だ
２
シ
ー
ズ
ン
の
若
輩
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く

お
引
き
立
て
の
ほ
ど
を
。 

棚
田
ラ
イ
ダ
ー
っ
て
な
に
？
と
い
う
疑
問
が
お
あ

り
か
と
思
い
ま
す
。 

実
は
特
に
訳
は
な
い
の
で
、深
く
追
及
さ
れ
る
と
困
る

の
で
す
が
、初
っ
端
で
す
し
そ
こ
を
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
か
ら
に
は
単
車
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
乗
り
物
は
、

昔
は
実
用
と
し
て
生
活
に
と
け
込
み
、
と
て
も
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
ま

し
た
。 
し
か
し
昨
今
で
は
、
や
れ
危
な
い
、
い
い
歳
し
て
大
人
げ
な
い
、

思
っ
て
る
ほ
ど
カ
ッ
コ
よ
く
な
い
、
と
あ
ま
り
陽
の
当
た
ら
な
い
存
在
で

す
。「
趣
味
は
バ
イ
ク
」と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
い
顔
は
さ
れ
な
い
。 

さ
さ

や
か
な
単
車
の
旅
を
し
よ
う
に
も
、
家
族
に
は
白
い
目
で
見
ら
れ
、
肩
身

の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る
…
。

　
で
も
で
す
ね
、
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
や
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
ラ
イ

ダ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
当
は
と
て
も
文
化
的
な
人
間
の
乗
り
物
だ
と

思
う
ん
で
す
。

　
と
ま
ぁ
そ
ん
な
悶
々
と
す
る
単
車
乗
り
に
一
筋
の
光
を
示
し
た
の
が

「
棚
田
」で
し
た
。 

そ
の
日
か
ら
私
は
、「
棚
田
に
行
く
」
と
声
高
に
い
い
、

米
作
り
と
い
う
崇
高
な
営
み
の
た
め
に
走
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

大
義

は
家
族
の
白
い
目
線
も
つ
い
に
変
え
ま
し
た
。 
だ
っ
て
、
米
作
り
以
上
に

正
し
い
行
い
な
ど
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

も
は
や
こ
れ
は
出
勤
な
の
だ
ッ
！

　
そ
う
し
て
着
い
た
棚
田
は
、
浮
世
で
か
し
ま
し
い
T
P
P
と
か
落
ち
目

の
資
本
主
義
と
は
遠
い
次
元
に
あ
っ
て
、
美
し
い

孤
高
の
光
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。 

な
に
？
収
穫
量

は
半
分
な
の
に
手
間
は
倍
？
経
済
的
に
は
や
ら

な
い
ほ
う
が
得
？

　
棚
田
は
、
そ
ん
な
野
暮
は
ど
こ
吹
く
風
、
武
士

は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
ょ
と
い
う
風
情
で
ゆ
っ
く
り

と
、こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

　「
大
事
な
の
は
そ
こ
じ
ゃ
ぁ
ね
ぇ
の
さ
。 

簡
単
に

は
教
え
ら
れ
ね
ぇ
が
な
。」

　
言
葉
遣
い
が
落
語
チ
ッ
ク
な
の
は
、
た
ぶ
ん
棚

田
は
年
寄
り
だ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。 

こ
れ
だ
、

棚
田
ラ
イ
ダ
ー
の
使
命
は
。 

そ
の「
大
事
な
の
」を

探
す
こ
と
な
の
だ
…
。

　
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
生
き
抜
く
た
め

の
、と
て
も
大
切
な
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

静岡県松崎町石部
棚田にて

特
選

第
二
回

上
勝
の
棚
田
の
お
酒

徳
島
県
上
勝
の
棚
田
を
守
る
た
め
に
！

　
昭
和
52
年
よ
り
地
域
の
公
共
事
業
を
軸
に
土
木
事
業
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
棚
田
の
景
観
を
こ
の
先
も
ず
っ
と
守
っ
て
い
き
た
い
、上
勝
を
も
っ

と
元
気
に
し
た
い
、
そ
ん
な
想
い
を
強
く
も
っ
て
新
た
に
酒
販
事
業
部
、

酒
販
卸
部
、
農
業
部
を
発
足
。
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

同
社
に
て
休
耕
田
を
復
田
。
約
１
㌶
を
作
付
。
次
年
度
よ
り
酒
造
好
適

米
の
作
付
予
定
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
消
費
者
へ
の
安
心
安
全
な
商

品
の
提
供
、
棚
田
の
保
全
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、
上
勝
の
活
性
化
に

微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

精
魂
込
め
て
つ
く
っ
た
棚
田

米
と
美
し
い
水
、
清
酒
は
フ

ル
ー
テ
ィ
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味

わ
い
が
特
徴
。米
焼
酎
は
す
っ

き
り
香
ば
し
く
、ま
ろ
や
か

な
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

上勝の棚田米と湧水と負けん気でこっしゃえた  純米吟醸原酒（右） ７２０㎖　小売価格1,575円
上勝の棚田米と負けん気でこっしゃえた  米焼酎（左） ７２０㎖　小売価格1,155円

株式会社 高鉾建設 酒販事業部／酒販卸部　Tel.0885-44-1388
http://sake-takahoko.com  ←  HPでこちらのお酒を購入できます。
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9

背
炙
り
峠
道
か
ら
見
る
棚
田 山

形
県
村
山
市
中
沢

 中
なかしま

島 峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。全国棚田
( 千枚田 ) 連絡協議会理事、棚田サミッ
ト開催地選定委員会委員長。1933年
宮崎県生まれ。早稲田大学教育学部地
歴科卒。2004年まで早稲田大学教育
学部教授。著書に『日本の棚田—保全へ
の取組み』『百選の棚田を歩く』『続・百
選の棚田を歩く』『棚田 その守り人』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

　

村
山
市
は
山
形
盆
地
の
北
部
、
果
樹
栽

培
が
盛
ん
な
田
園
都
市
。
中
沢
は
村
山
市

の
中
心
市
街
地
楯
岡
の
北
５
㌔
に
あ
る

大
字
櫤た

も

山や
ま

の
一
集
落
、
地
元
の
人
が
親
し

み
を
込
め
て
仰
ぎ
見
る
標
高
1
0
1
5
㍍

の
甑

こ
し
き

岳だ
け

の
北
西
麓
に
あ
る
。
中
沢
の
棚
田

は
山
形
県
の
棚
田
20
選
に
え
ら
ば
れ
て
お

り
、
東
北
の
名
湯
銀
山
温
泉
へ
向
か
う
背せ

炙あ
ぶ

り
峠
へ
の
道
か
ら
眺
め
る
と
一
望
に
収

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

谷
底
平
野
を
埋
め
る
棚
田

行
政
事
業
で
な
い
畝
町
直
し

　

2
0
1
3
年
７
月
上
旬
、
山
形
県
が

主
催
し
た
農
山
漁
村
元
気
づ
く
り
応
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
で
出
会
っ
た
地

域
お
こ
し
の
リ
ー
ダ
ー
鈴
木
忠
司
さ
ん

の
招
き
で
中
沢
を
訪
ね
た
。
山
形
新
幹
線

村
山
駅
か
ら
中
沢
ま
で
の
公
共
交
通
機

関
は
な
く
、
１
日
７
便
運
行
し
て
い
る

る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
の
看
板
付
近
か

ら
西
を
望
め
ば
眼
下
に
ひ
ろ
が
る
中
沢

棚
田
の
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
。

　

比
較
的
緩
い
傾
斜
９
分
の
１
の
斜
面

に
あ
る
た
め
、
1
0
0
㍍
の
高
さ
か
ら
見

下
ろ
す
と
段
差
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

２
本
の
幹
線
の
農
道
が
東
西
に
走
り
、

そ
の
両
側
に
棚
田
が
並
ん
で
い
る
た
め
、

ほ
ぼ
４
列
に
な
っ
て
い
る
。
１
枚
の
面

積
は
大
部
分
が
５
～
10
㌃
ほ
ど
の
大
き

さ
、
形
状
は
ほ
と
ん
ど
が
方
形
で
あ
る
。

個
人
に
よ
り
、
業
者
に
委
託
し
て
畝
町

直
し
が
行
わ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の

結
果
と
思
わ
れ
る
。
下
に
降
り
て
棚
田

の
な
か
を
歩
い
て
み
る
と
、
面
積
が
１

～
２
㌃
の
未
整
備
の
狭
い
棚
田
も
残
っ

尾
花
沢
行
の
山
交
バ
ス
に
乗
り
、
途
中

の
林
崎
で
下
車
、
２
㌔
ほ
ど
東
へ
向
か
っ

て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
車
を
利

用
す
る
場
合
、
最
短
の
ル
ー
ト
は
駅
前

か
ら
東
へ
直
進
、
駅
前
交
差
点
を
左
折
、

旧
国
道
13
号
を
北
上
す
る
。
鶴
ケ
町
交

差
点
を
右
折
、
銀
山
温
泉
へ
向
か
う
県

道
29
号
に
入
り
、
楯
岡
湯
沢
、
行

な
め
り

川か
わ

の

集
落
を
過
ぎ
る
と
、
山
が
迫
り
盆
地
の

東
縁
、
山
麓
の
集
落
中
沢
に
至
る
。

　

棚
田
は
、
中
沢
の
集
落
が
あ
る
谷
と

は
高
さ
50
㍍
ほ
ど
の
小
山
で
隔
て
ら
れ

た
最
上
川
の
支
流
大
日
川
に
沿
う
谷
幅

3
0
0
㍍
の
谷
底
平
野
を
埋
め
る
よ
う

に
し
て
分
布
、
そ
の
面
積
は
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
の
対
象
面
積
か
ら
推
測

す
る
に
17
㌶
ほ
ど
で
あ
る
。
集
落
の
入

口
、
標
高
1
8
0
㍍
地
点
で
左
折
す
る

県
道
29
号
、
背
炙
り
峠
へ
向
か
う
坂
道

を
1
0
0
㍍
ほ
ど
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
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て
お
り
、
事
業
で
行
わ
れ
た
圃
場
整
備

で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
土
坡
の
高
さ

も
１
㍍
前
後
は
あ
り
、
棚
田
ら
し
く
見

え
る
。
一
部
の
転
作
田
で
は
ダ
イ
ズ
が

栽
培
さ
れ
て
い
た
。

高
校
卒
業
以
来
ず
っ
と

働
き
な
が
ら
農
業
を
手
伝
う

　

鈴
木
さ
ん
は
62
歳
、
奥
さ
ん
64
歳
、

現
在
は
介
護
施
設
に
入
っ
て
い
る
父
親

94
歳
、
市
内
の
水
道
施
設
会
社
に
勤
め

る
長
男
39
歳
、
看
護
師
の
嫁
38
歳
の
５

人
家
族
。
父
親
は
第
二
次
大
戦
の
激
戦

地
硫
黄
島
の
生
き
残
り
、
ア
メ
リ
カ
で

捕
虜
生
活
を
送
っ
た
後
帰
っ
て
き
た
そ

う
だ
。
硫
黄
島
で
は
２
万
数
千
人
の
日

本
軍
守
備
隊
の
う
ち
生
存
者
は
わ
ず
か

５
㌫
、
1
0
0
0
名
と
い
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
他
の
条
件
を
加
味
す

れ
ば
、
戦
後
生
ま
れ
の
鈴
木
さ
ん
の
存

在
自
体
奇
跡
に
近
い
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
就
農
、
数
年
間

は
水
稲
栽
培
と
養
蚕
に
励
ん
だ
。
し
か

し
、
安
い
中
国
産
の
繭
が
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
繭
の
価
格
が
１
㌔
当
た

り
1
5
0
0
円
に
下
落
し
た
時
に
農
業

専
従
を
止
め
、
新
庄
に
本
社
を
置
く
建

設
会
社
に
入
社
、
60
歳
ま
で
重
機
類
の

運
転
手
と
し
て
働
き
、
会
社
の
吸
収
合

併
を
機
に
退
職
し
た
。
こ
の
間
、
両
親

が
健
在
の
時
も
休
日
や
朝
晩
農
作
業
を

手
伝
い
、
父
親
が
働
け
な
く
な
っ
て
か

ら
は
夫
婦
で
農
作
業
を
担
う
兼
業
農
家

だ
っ
た
。
現
在
は
米
・
サ
ク
ラ
ン
ボ
・

ナ
メ
コ
を
生
産
す
る
農
業
専
従
者
で
あ

り
、
地
域
お
こ
し
の
任
意
団
体
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
ク
ラ
ブ
の
代
表
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
の
地
区
代
表
。
奥
さ
ん
は
道
の

駅
で
働
き
、
息
子
夫
婦
も
ほ
と
ん
ど
手

伝
わ
な
い
の
で
、
独
り
で
農
作
業
を
担

う
筋
金
入
り
の
百
姓
だ
。

　

農
地
は
水
田
２
㌶
を
所
有
、
う
ち
60

㌃
、
３
枚
は
平
場
の
水
田
、
残
り
1
・
4

㌶
、
17
枚
が
棚
田
な
の
で
１
枚
が
８
㌃
ほ

ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
集
落
内

の
３
戸
の
農
家
か
ら
作
ら
な
く
な
っ
た

棚
田
１
㌶
、
16
枚
を
10
㌃
当
た
り
玄
米
60

㌔
の
小
作
料
で
借
り
受
け
耕
作
し
て
い

る
。
機
械
類
は
ト
ラ
ク
タ
ー
（
24
馬
力
）、

乗
用
５
条
田
植
機
、
２
条
刈
コ
ン
バ
イ
ン

を
所
有
。
こ
れ
ら
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、

投
資
額
に
見
合
う
働
き
を
さ
せ
る
た
め

10
㌃
当
た
り
8
0
0
0
円
で
田
起
こ
し
、

田
植
え
、
稲
刈
り
の
作
業
も
受
託
し
て

い
る
。
共
用
の
機
械
類
と
し
て
畦
塗
機

と
肥
料
散
布
機
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い

て
は
６
戸
が
利
用
、
２
日
で
作
業
を
終

え
る
。
鈴
木
さ
ん
は
畦
塗
機
を
操
作
し
、

そ
の
労
賃
と
し
て
１
日
当
た
り
３
万
円

を
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
集
落
保

留
分
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
の
米
づ
く
り
と

複
合
経
営

　

米
作
り
に
は
か
な
り
の
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
る
。
ま
ず
育
苗
も
自
分
で
行

い
、
5
0
0
箱
を
育
て
、
播
種
の
手
伝
い

を
し
て
く
れ
た
人
に
は
１
箱
6
0
0
円
で

分
与
。
品
種
は
、
現
在
山
形
県
が
力
を
入

れ
て
売
り
出
し
て
い
る
つ
や
姫
で
は
な
く

サ
サ
ニ
シ
キ
。
鈴
木
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
つ

や
姫
は
10
㌃
当
た
り
８
俵
の
収
量
、
倒
伏

は
少
な
い
が
味
が
劣
る
と
い
う
。
こ
れ
に

対
し
、
サ
サ
ニ
シ
キ
は
10
㌃
当
た
り
９
俵

の
収
量
、
倒
伏
は
す
る
が
味
が
抜
群
に

よ
く
、
冷
や
飯
で
も
味
が
落
ち
な
い
と
仰

し
ゃ
る
。

　

栽
培
方
法
も
拘
っ
て
い
る
。
集
落
内
の

畜
産
農
家
が
提
供
す
る
牛
糞
を
３
分
の
１

の
水
田
に
用
い
、
有
機
減
減
栽
培
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
の
50
㌃
に

つ
い
て
は
山
形
県
特
有
の
杭
掛
け
に
よ
る

天
日
乾
燥
を
し
て
収
穫
す
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
手
間
を
か
け
て
栽
培
さ
れ
た
サ
サ

ニ
シ
キ
は「
背せ

炙あ
ぶ

り
の
詩う

た

」
と
い
う
商
品

1：上から見ると平
らに見えるが…／2：
近寄って見れば段差
がある／ 3：複合経
営の柱のひとつ、サ
クランボの木／ 4：
棚田番長・鈴木さん

1

3

4

2
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山
形
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幹
線
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駅
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中沢公民館
 林

崎

  13

11

名
で
２
㌔
1
0
0
0
円
、
道
の
駅
で
販
売

さ
れ
る
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
15
本
を
所
有
、
６
月
下

旬
か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
の
１
週
間

が
収
穫
の
ピ
ー
ク
。
こ
の
間
集
落
の
男

３
名
を
雇
用
、
新
潟
県
柏
崎
市
で
所
帯

を
持
つ
次
女
が
毎
年
収
穫
を
手
伝
う
た

め
孫
を
連
れ
て
帰
郷
す
る
の
で
、
５
名

で
朝
４
時
半
か
ら
６
時
半
ま
で
の
２
時

間
摘
み
取
り
作
業
を
行
う
。
昼
間
は
娘

さ
ん
が
サ
イ
ズ
に
関
係
な
く
、
色
合
い

の
み
で
選
別
、
箱
詰
め
を
し
、
鈴
木
さ

ん
は
送
り
状
の
宛
名
を
書
き
、
午
後
４

時
に
発
送
業
者
に
渡
す
の
が
日
課
だ
と

い
う
。
鈴
木
さ
ん
に
と
っ
て
は
サ
ク
ラ

ン
ボ
も
大
事
な
作
物
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
お
蔭
で
た
っ
た

ひ
と
り
の
孫
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
孫
の
話
に
な
る

と
途
端
に
め
ろ
め
ろ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

経
営
の
柱
で
あ
る
ナ
メ
コ
栽
培
は
、
15

年
ほ
ど
前
、
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
ク
ラ
ブ
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
か
ら

始
ま
っ
た
。
栽
培
に
国
有
林
の
ブ
ナ
を
原

木
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
払
い
下

げ
の
受
け
皿
と
し
て
団
体
を
作
る
必
要
が

あ
っ
た
。
当
初
集
落
内
の
仲
良
し
グ
ル
ー

プ
22
名
で
出
資
金
１
株
１
万
円
以
上
、

1
0
0
株
で
結
成
さ
れ
、
現
在
は
８
名
、

鈴
木
さ
ん
は
６
株
を
所
有
し
代
表
に
な
っ

て
い
る
。

　

ナ
メ
コ
の
栽
培
は
ク
ラ
ブ
で
も
行
わ
れ

る
が
、個
人
に
よ
る
栽
培
が
中
心
で
あ
る
。

鈴
木
さ
ん
は
国
有
林
内
で
原
木
1
0
0
0

本
に
毎
年
３
万
個
の
植
菌
を
行
い
、
そ
の

場
に
寝
か
せ
て
い
る
。
原
木
は
普
通
７
年

間
利
用
で
き
る
と
い
わ
れ
る
が
、
５
年
で

新
し
い
原
木
に
交
換
し
て
い
る
。
収
穫
期

は
９
月
中
旬
～
11
月
上
旬
の
秋
の
み
。
最

盛
期
は
10
月
10
日
か
ら
の
20
日
間
、
こ
の

期
間
の
み
集
落
の
男
３
名
を
雇
用
し
、
そ

れ
以
外
は
一
人
で
採
集
す
る
そ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
生
産
物
は
、
農
協
や
特
別
の

顧
客
に
出
荷
さ
れ
る
他
は
村
山
市
の
余
暇

開
発
公
社
が
経
営
す
る
道
の
駅
に
出
店
、

販
売
さ
れ
て
い
る
。
売
上
高
の
20
㌫
を
公

社
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
奥
さ

ん
が
売
り
子
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
売

り
場
は
寒
い
季
節
は
屋
内
、
そ
れ
以
外
は

屋
外
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
自
家
産
の
農
作

物
の
他
、
集
落
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
や
果

実
類
が
並
べ
ら
れ
る
。
出
店
は
10
時
か
ら

中沢の棚田へのアクセス

【公共交通】	�村山駅前で尾花沢行（山交バス）に乗車
約10分、林崎バス停で下車。県道29号線
沿いに徒歩約30分

【自 動 車】	�村山駅前から県道29号線で約6km、	
中沢公民館を目標に進む

上：「道の駅むらやま」の直売所／下：こちら
にはトマト、かぼちゃ、米などが並ぶ

夏
17
時
30
分
ま
で
、
冬
17
時
ま
で
、
年

間
2
0
0
日
以
上
と
い
う
か
ら
、
家
事
を

担
っ
た
上
だ
と
す
る
と
か
な
り
ハ
ー
ド
な

仕
事
、
し
た
が
っ
て
鈴
木
さ
ん
は
奥
さ
ん

に
一
目
置
い
て
い
る
。

　

中
沢
で
は
鈴
木
さ
ん
の
事
例
で
み
る
よ

う
に
、
米
の
他
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
ナ
メ
コ
な

ど
を
栽
培
す
る
複
合
経
営
に
よ
っ
て
棚
田

が
守
ら
れ
て
い
る
。
助
成
金
を
獲
得
し
て

新
し
い
事
業
の
展
開
が
考
え
ら
れ
て
い
る

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
継
続
さ
れ

れ
ば
、
今
後
も
棚
田
の
保
全
は
盤
石
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

�



会員の声

「よかっぺいばらき」の活動
茨城県つくば市

NPO法人 よかっぺいばらき 理事長  奧田 夏樹

２
年
目
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト

大
分
県
豊
後
大
野
市  

山
浦 

陽
一

会員レポート

　自然と人間、人と人との絆を大切にできる持
続可能な社会に向けて、小さな成功例を積み上
げたい。 霞ケ浦と筑波山に見守られた茨城県
南部の土浦市・つくば市を中心にNPO法人「よ
かっぺいばらき」は活動しています。 キーワー
ドは農・食・絆。耕作放棄地のなかでも作物を
作って売る農業の点では効率が悪いが、里山の
生態系としては貴重な場所の活用、ローカルエ
コビジネス起業支援、コミュニティスペース支
援の3つの柱となる事業を行っています。
　特に耕作放棄地活用事業では、持続可能な
社会の枠組み内で行う本来農業を目指して遺
伝子組み換えではない地方品種の大豆栽培、
自家採種、化学肥料や化学物質の農薬などに
できるだけ依存しない農、こうした活動を地域
内の物質・エネルギー循環系を活かしながら
行える仕組みづくりを目指しています。
　田んぼについては活動初年となった昨年は、
約15年間放置されていた1反ほどの水田を借
り、長さ数メートルにも及び繁茂する雑草の草
刈りから再生を始め、無肥料減農薬（除草剤1
回）でコシヒカリの栽培を行いました。 水を入
れてもすぐに抜ける、干そうとしても乾かない
壊れた水田で、本格的な農業機械もない、経験
もない環境での挑戦でした。「できるわけない」
と言われることもありましたが、そこは生き物
です。 植えて、それなりに世話をすれば、ちゃん
と育つ。 いきなりプロの農家さんと同じ品質

の米を同じ収量得ようというわけではありま
せん。「植えて世話をすれば、それなりに成果は
出る」ことがわかりました。
　また今年から、土浦市小野地区で棚田を3反
預かることになり、山田錦を栽培しています。収
穫物は、当NPO会員でもある地元酒店さんの
プロデュースで、地元で育った米を使い、地元の
蔵で酒造りを行う活動に使用します。10月上～
中旬に稲刈りをしたのち、冬には仕込み体験会
なども行う予定です。
　つくば・土浦市を含む霞ケ浦流域では、通常、
霞ケ浦用水が使われていますが、私たちの棚田
では天然の沢水を利用しています。良い米を作る
うえで温度管理上の困難もありますが、水だけで
なく様々な生物や物質の循環系に、より深く関わ
ることができるので、里山の生態系管理上は、よ
り面白い田んぼになるのではと期待しています。
　最寄りのつくばエクスプレスつくば駅、常磐
線土浦駅までは都心から１時間～１時間半ほ
どです。 気軽に農体験をするもよし。 自分が好
きに育てる菜園を持つもよし。是非、一度、おい
でください！

■NPO法人よかっぺいばらき
　Tel. 080-4341-4027
　HP http://yokappe.eco.coocan.jp/
　E-mail yokappe.ibaraki@gmail.com

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
会
員
の
声
8
0
0
字
ま
で
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　会
員
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

　昨
年
に
続
き
、今
年
も
大
分
県
豊
後
大
野
市
の
緒
方
町
小
原
地

区
で
8
月
11
日
に
棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。 

地
域
と
学
生

に
よ
る
買
物
対
策
の
店
舗
実
験
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
で
あ
る
。

　今
年
は
、小
松
明
を
3
0
0
本
か
ら
6
0
0
本
へ
2
倍
に
増
や

し
た
。 

昨
年
は
事
前
に
学
生
と
コ
ン
タ
ク
ト
の
取
れ
た
地
主
の

田
の
み
で
実
施
し
た
が
、今
年
は
地
元
の
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
の

地
主
か
ら
了
解
を
取
っ
て
く
れ
、昨
年
実
施
で
き
な
か
っ
た
部
分

に
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
完
成
し
た
獣
害
対
策
の

防
護
柵
に
も
缶
を
か
け
た
り
、小
松
明
で
字
を
書
く
こ
と
も
試
み

た
。 

昨
年
は
イ
ベ
ン
ト
の
名
前
も
無
か
っ
た
が
、「
奥
嶽
棚
田
千

灯
」と
い
う
立
派
な
名
前
も
つ
い
た（
奥
嶽
は
小
原
地
区
を
流
れ

る
川
の
名
前
か
ら
）。ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、積
極
的
に
宣
伝
し
た

こ
と
で
来
場
者
も
昨
年
よ
り
多
く
、盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　昨
年
は
学
生
主
体
で
、地
域
の
方
は
そ
れ
を
支
援
す
る
、と
い

う
形
だ
っ
た
が
、今
年
は
学
生
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
形
勢
が
逆
転
し
、地
元
の
方
主
導
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

地

元
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
て
心
苦

し
い
反
面
、活
動
が
地
域
主
体
と
な
る

こ
と
に
は
う
れ
し
い
気
持
ち
も
あ
る
。 

過
疎
化
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、地
域

づ
く
り
に
は
外
部
と
の
連
携
は
有
効

だ
が
、過
度
に
依
存
す
る
と
長
続
き
し

な
い
場
合
が
あ
る
。 

地
域
と
学
生
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、息
の
長
い

イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
。

左：６月２日に行われた棚田の手植え会の様子
右：８月３０日。 ほぼすべてが開花しました

こ
だ
い

12



会員の声

「よかっぺいばらき」の活動
茨城県つくば市

NPO法人 よかっぺいばらき 理事長  奧田 夏樹
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年
目
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
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ベ
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ト

大
分
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豊
後
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野
市  
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一
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　自然と人間、人と人との絆を大切にできる持
続可能な社会に向けて、小さな成功例を積み上
げたい。 霞ケ浦と筑波山に見守られた茨城県
南部の土浦市・つくば市を中心にNPO法人「よ
かっぺいばらき」は活動しています。 キーワー
ドは農・食・絆。耕作放棄地のなかでも作物を
作って売る農業の点では効率が悪いが、里山の
生態系としては貴重な場所の活用、ローカルエ
コビジネス起業支援、コミュニティスペース支
援の3つの柱となる事業を行っています。
　特に耕作放棄地活用事業では、持続可能な
社会の枠組み内で行う本来農業を目指して遺
伝子組み換えではない地方品種の大豆栽培、
自家採種、化学肥料や化学物質の農薬などに
できるだけ依存しない農、こうした活動を地域
内の物質・エネルギー循環系を活かしながら
行える仕組みづくりを目指しています。
　田んぼについては活動初年となった昨年は、
約15年間放置されていた1反ほどの水田を借
り、長さ数メートルにも及び繁茂する雑草の草
刈りから再生を始め、無肥料減農薬（除草剤1
回）でコシヒカリの栽培を行いました。 水を入
れてもすぐに抜ける、干そうとしても乾かない
壊れた水田で、本格的な農業機械もない、経験
もない環境での挑戦でした。「できるわけない」
と言われることもありましたが、そこは生き物
です。 植えて、それなりに世話をすれば、ちゃん
と育つ。 いきなりプロの農家さんと同じ品質

の米を同じ収量得ようというわけではありま
せん。「植えて世話をすれば、それなりに成果は
出る」ことがわかりました。
　また今年から、土浦市小野地区で棚田を3反
預かることになり、山田錦を栽培しています。収
穫物は、当NPO会員でもある地元酒店さんの
プロデュースで、地元で育った米を使い、地元の
蔵で酒造りを行う活動に使用します。10月上～
中旬に稲刈りをしたのち、冬には仕込み体験会
なども行う予定です。
　つくば・土浦市を含む霞ケ浦流域では、通常、
霞ケ浦用水が使われていますが、私たちの棚田
では天然の沢水を利用しています。良い米を作る
うえで温度管理上の困難もありますが、水だけで
なく様々な生物や物質の循環系に、より深く関わ
ることができるので、里山の生態系管理上は、よ
り面白い田んぼになるのではと期待しています。
　最寄りのつくばエクスプレスつくば駅、常磐
線土浦駅までは都心から１時間～１時間半ほ
どです。 気軽に農体験をするもよし。 自分が好
きに育てる菜園を持つもよし。是非、一度、おい
でください！

■NPO法人よかっぺいばらき
　Tel. 080-4341-4027
　HP http://yokappe.eco.coocan.jp/
　E-mail yokappe.ibaraki@gmail.com

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
会
員
の
声
8
0
0
字
ま
で
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　会
員
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

　昨
年
に
続
き
、今
年
も
大
分
県
豊
後
大
野
市
の
緒
方
町
小
原
地

区
で
8
月
11
日
に
棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。 

地
域
と
学
生

に
よ
る
買
物
対
策
の
店
舗
実
験
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
で
あ
る
。

　今
年
は
、小
松
明
を
3
0
0
本
か
ら
6
0
0
本
へ
2
倍
に
増
や

し
た
。 

昨
年
は
事
前
に
学
生
と
コ
ン
タ
ク
ト
の
取
れ
た
地
主
の

田
の
み
で
実
施
し
た
が
、今
年
は
地
元
の
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
の

地
主
か
ら
了
解
を
取
っ
て
く
れ
、昨
年
実
施
で
き
な
か
っ
た
部
分

に
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
完
成
し
た
獣
害
対
策
の

防
護
柵
に
も
缶
を
か
け
た
り
、小
松
明
で
字
を
書
く
こ
と
も
試
み

た
。 

昨
年
は
イ
ベ
ン
ト
の
名
前
も
無
か
っ
た
が
、「
奥
嶽
棚
田
千

灯
」と
い
う
立
派
な
名
前
も
つ
い
た（
奥
嶽
は
小
原
地
区
を
流
れ

る
川
の
名
前
か
ら
）。ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、積
極
的
に
宣
伝
し
た

こ
と
で
来
場
者
も
昨
年
よ
り
多
く
、盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

　昨
年
は
学
生
主
体
で
、地
域
の
方
は
そ
れ
を
支
援
す
る
、と
い

う
形
だ
っ
た
が
、今
年
は
学
生
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
形
勢
が
逆
転
し
、地
元
の
方
主
導
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

地

元
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
て
心
苦

し
い
反
面
、活
動
が
地
域
主
体
と
な
る

こ
と
に
は
う
れ
し
い
気
持
ち
も
あ
る
。 

過
疎
化
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、地
域

づ
く
り
に
は
外
部
と
の
連
携
は
有
効

だ
が
、過
度
に
依
存
す
る
と
長
続
き
し

な
い
場
合
が
あ
る
。 

地
域
と
学
生
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、息
の
長
い

イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
。

左：６月２日に行われた棚田の手植え会の様子
右：８月３０日。 ほぼすべてが開花しました

こ
だ
い差し換え

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
瀬
戸
内
の

12
の
島
と
2
つ
の
港
で
開
催
さ
れ
る
現

代
ア
ー
ト
の
祭
典
で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
が
過
疎
の
島
々
の
忘
れ
ら
れ

か
け
た
歴
史
、文
化
、環
境
に
学
び
、港
、

古
民
家
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
、
そ

し
て
棚
田
等
を
舞
台
に
作
品
を
制
作
す

る
。「
爺
ち
ゃ
ま
、
婆
ち
ゃ
ま
の
笑
顔

を
み
よ
う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ア
ー

ト
の
力
で
、
地
域
を
よ
み
が
え
ら
せ

よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
島
の
環
境
や
景
観
に
根
差
し
た
作
品
の
中
か
ら
棚
田

ネ
ッ
ト
会
員
の
ハ
ー
ト
直
撃
ア
ー
ト
を
二
つ
だ
け
、
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
ひ
と
つ
は
豊
島
の
豊
島
美
術
館
に
あ
る
「
母
型
」。
棚
田
と
瀬
戸
内
の
絶
景
に

溶
け
る
よ
う
に
た
つ
コ
ン
ク
リ
打
ち
っ
ぱ
な
し
の
ド
ー
ム
型
構
造
物
。
寝
転
が
っ

て
森
や
空
を
眺
め
る
。
床
に
這
い
つ
く
ば
る
。
床
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
細
か
い
水
滴

が
染
み
出
し
、
ち
ろ
ち
ろ
と
流
れ
、
か
つ
む
す
び
、
か
つ
わ
か
れ
、
水
溜
り
を
形

成
し
や
が
て
消
え
て
い
く
。
同
じ
水
の
動
き
は
二
度
と
は
お
き
な
い
。
こ
の
場
所

に
こ
の
ア
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
必
然
に
思
え
て
く
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
小
豆
島
の
中
山
千
枚
田
に
あ
る
「
小
豆
島
の
光
」。
千
枚
田
の
尽

き
る
谷
底
に
、
大
き
な
竹
の
ド
ー
ム
が
あ
る
。
や
は
り
横
た
わ
っ
て
空
を
み
あ
げ

た
り
棚
田
を
眺
め
た
り
し
て
、
ひ
ね
も
す
ボ
ウ
ッ
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

こ
の
ア
ー
ト
と
ア
ー
ト
を
包
む
「
場
」
も
や
は
り
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
関
係
に
あ
る
。

　
ア
ー
ト
は
、
人
を
、
地
域
を
元
気
に
し
、
棚
田
や
海
な

ど
周
囲
の
環
境
と
豊
か
な
関
係
性
を
形
作
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
ア
ー
ト
を
通
じ
て
人
間
が
環
境
と
の
関
係
性
を
取
り

戻
す
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
棚
田
と
ア
ー
ト
。
こ
の
二

つ
は
実
に
仲
が
い
い
の
だ
。

	

（
現
在
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
在
住 

上
野  

宏
之
）

福
島
第
一
原
発
か
ら
70
㌖
離
れ
た
福
島
県
天
栄
村

は
、
里
山
に
囲
ま
れ
た
人
口
6
0
0
0
人
ほ
ど
の
小

さ
な
村
。
地
元
農
家
の
グ
ル
ー
プ
「
天
栄
米
栽
培

研
究
会
」
は
、
米
の
美
味
し
さ
を
競
う
コ
ン
ク
ー
ル

で
4
年
連
続
金
賞
を
受
賞
。
だ
が
、
2
0
1
1
年

3
月
の
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、

こ
の
村
に
も
降
り
注
ぎ
、
田
畑
は
汚
染
さ
れ
て
し

ま
っ
た
…
。
し
か
し
農
家
を
諦
め
る
訳
に
は
い
か
な

い
彼
ら
は
科
学
的
な
調
査
を
元
に
、
い
ち
早
く
放
射

能
汚
染
に
立
ち
向
か
う
。
未
曽
有
の
環
境
破
壊
を

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
農
家
た
ち
の
苦
闘
を
追
う
。

天
に
栄
え
る
村

丸山清明 監修

￥1,600（税別）
誠文堂新光社
2013年2月

ゼ
ロ
か
ら
理
解
す
る 

コ
メ
の
基
本

2013年／日本／ 106分／監督:原村政樹／企画 
製作:桜映画社／語り:余貴美子

私
た
ち
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
「
お
米
」。
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
食
べ
て

い
る
こ
の
食
べ
物
の
こ
と
、
い
っ
た
い
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
「
コ
メ
は
何
で
で
き
て
い
る
の
？
」「
コ
メ
の
ル
ー
ツ
」
な
ど
基

本
的
な
情
報
か
ら
、「
コ
メ
の
品
種
・
食
味
」「
コ
メ
の
効
用
」「
コ
メ
の
加

工
品
」「
コ
メ
の
栽
培
」「
田
ん
ぼ
の
働
き
」「
コ
メ
の
流
通
」「
コ
メ
の
ビ
ジ

ネ
ス
」、
さ
ら
に
は
日
本
各
地
域
の
作
付
け
品
種
や
収
穫
量
な
ど
を
記
載

し
た
デ
ー
タ
編
な
ど
、お
米
を
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
つ
め
た
本
。

イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
、
図
解
も
豊
富
で
、
と
て
も
楽
し
く
「
お
米
」
に
つ

い
て
学
べ
ま
す
。
食
べ
る
だ
け
で
な
く
作
り
た
く
な
る
か
も
！

中山千枚田「小豆島の光」
■瀬戸内国際芸術祭2013　秋会期
　2013年10月5日（土）〜11月4日（月）
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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

か
つ
ど
う
ノ
ー
ト

今年も恒例佐渡ボランティアツアー 好評だった棚田入門イベント

　“放鳥トキがやってくるかも”との熱い期待を

込めて切り開いたビオトープでしたが、トキが

やってくることはなく、ビオトープを維持してい

る意味に疑問を感じつつも、まじめに草刈りし

ました。 ちょうどお昼になったとたんに豪雨が

降り、午後の作業は中止になりました。

　近年は、参加者・地元受け入れ者ともに高齢

化して労働時間がだんだん短くなり、それにも

かかわらず夜の交流会は盛んで、楽しいグリー

ンツーリズムになっています。

　今回は久しぶりのさえずり館イベントでした。

テーマは棚田入門コース「棚田へ行こう！」、講師

は高桑事務局長。 約20人の参加者は棚田の歴

史や棚田保全の意義などスライドを交えた講義

に熱心に聞き入っていました。 約40分の講義

の後は新米の試食会。 千葉県鴨川市・川代棚田

で穫れた新米、献上米にも選ばれたことがあり

話題になりやや小さめのおにぎり60個とお新

香はあっというまに完食。 棚田談義でおおいに

盛り上がりました。

   2013年9月20日 報告  上久保 郁夫   2013年7月13～15日 報告  宮越 恵一

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
や
事
務

局
の
こ
と
な
ど
を
幅
広
く
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

スタッフの
つ・ぶ・や・き

今回のつぶやき人

事務局

Ken

＜輪番制＞

　６
月
か
ら
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
、〝K

en

〞で
す
。 

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
島
代
表
の
ゼ
ミ
を
卒
業
し
て
お
り
、

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
歴
は
結
構
古
く
、地
元
で
あ
る
千
葉
県
の
大
山
千
枚
田

へ
は
何
度
か
お
手
伝
い
に
行
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　棚
田
は
も
ち
ろ
ん
、里
山
全
般
に
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、特
に
人
間
の
手
が

入
る
こ
と
で
保
た
れ
る
、半
自
然
の「
生
物
多
様
性
」の
問
題
が
最
も
興
味
が
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。里
山
の
薪
炭
林
の
あ
り
方
な
ど
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持
続
可

能
性
）」の
問
題
全
般
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
の
事
務
局
の
お
手
伝
い
と
並

行
し
て
、地
元
千
葉
市
内
の
谷
津
田
保
全
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
法

人
ち
ば
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
の
仕
事
に
も
不
定
期
な
が
ら
顔
を
突
っ

込
ん
で
い
ま
す
。

　谷
津
・
谷
戸
・
谷
地
は
、関
東
平
野
や
東
北
の
一
部
特
有
の
地
形
の
よ
う
な
の
で
、

「
谷
津
田
」と
い
う
言
葉
自
体
に
な
じ
み
の
な
い
方
も
お
ら
れ
る
か
も
。棚
田
と
谷
津

田
は
、地
形
の
制
限
か
ら
不
定
形
で
大
規
模
圃
場
整
備
が
出
来
ず
、大
型
農
業
機
械

が
入
れ
に
く
く
、非
効
率
な
の
で
ま
っ
さ
き
に
耕
作
放
棄
が
進
む
と
い
う
点
で
は
、共

通
す
る
課
題
も
多
い
で
す
。一
方
で
千
葉
県
北
半
、茨
城
南
部
一
体
の
谷
津
田
は
、谷

津
に
立
っ
て
一
見
し
た
だ
け
で
は
ど
ち
ら
が
谷
津
の
上
流
か
下
流
か
わ
か
ら
な
い
ほ

ど
傾
斜
は
ゆ
る
や
か
で
あ
る
点
は
、棚
田
と
は
大
き
く
違
う
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　経
済
効
率
優
先
、成
長
こ
そ
正
義
、と
い
う
世
の
中
で
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
、本
当

の
幸
福
感
・
充
実
感
の
あ
り
方
を
、人
口
減
少
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
か
、中
山
間
地
、地
方
の
問
題
の
本
質
は
何
な
の
か
、今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
疲
弊
し
た
都
市
住
民
は「
土
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
求
め
て
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
手
つ
か
ず
の
大
自
然
」で
は
な

い
、「
手
を
入
れ
て
こ
そ
の
里
山
自
然
」の
魅
力
と
大
切
さ
を
体
感
し
、発
信
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【お詫び】夏号に掲載した定期総会と春の講演会の報告記事の中で、お名前が間違っていました。「水垣大地」さんと記載しましたが、 
正しくは「水柿大地」さんでした。お詫びして訂正します。
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体験稲刈りの中止

こどもビオトープ観察会開催

草刈り 2 回目〜稲刈り

Project Report
プロジェクトレポート

　「こどもビオトープ観察会～自然を楽しむ　棚田で生き物観
察会～」が８月３日(土)10時から開催されました。参加者は坂
折棚田のある中野方町の幼稚園、小学校低学年の男の子を中
心にその保護者を含め約20名。
　小学生から「話が長い」と注意されないよう、ビオトープと
カエル類、特にヤマアカガエルを中心に説明は手短にしました。
保護者の方に事故などについて注意をしてから虫取りの時間、
30分ほどで再び集合しました。皆でどんなカエル、サワガニ、
トンボ、バッタが捕れたか確認をし、暑い夏の日でしたので、
予定していた11時半より早く、11時に解散しました。
	 （相田  明）

　今夏は各地で、照れば灼熱、降れば豪雨や狭い地域に集中す
るゲリラ雨など、異常気象に見舞われました。岩ノ作棚田も例
外ではなく、稲の生育にも影響がありました。そのため体験稲
刈りの日程を当初の予定から変更したりして、関係各位に迷惑
をかけました。さらに、変更した日の天気予報が大雨となり、
再度の変更もままならず、最終的に今年の体験稲刈りは中止と
いうことになりました。
　体験田の稲刈りと、１本、２本、3本植え稲株のサンプリン
グは、地元の小林修一さんが引き受けてくださいました。現在、
脱穀まで終了しています。サンプリングした稲株は、先日受け
取り、事務所に運んであります。穂数や粒数のカウントを分担
してくださる人を募集中です。皆さまのご支援、よろしくお願
いいたします。	 （安井 一臣）

　8月24・25日に、今年2回目の草刈り、草取り作業を行いました。前
回の草刈りから1ヶ月半しか経っていないのに、棚田の畦は草がボウボウ！
参加者8名の少数精鋭で、ひたすら草を刈りました。そして、10月5・6

日にいよいよ今年も稲刈りを迎えました。東京
はシトシト雨、伊豆も雨予報だったので、参加
者12名のほとんどが雨具を持参でしたが、西
伊豆に入るなり、奇跡的な秋晴れ！ 沈んでいた
気分が一転して、爽やかに8枚の田んぼの稲
刈りとハザ掛け作業を完了しました。今年は暑
かったのか、蓑口（わらで作った水の落とし口）
は、ほぼ完全に溶けてしまいました。次回11
月24日（日）は、お楽しみの「新米を食べる会」！ 
お待ちしております。	 （高桑 智雄）
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年

始めてみよう〝旧暦生活〟
使いづらい、だけど美しい！

今年も作りました！

四季折々の
棚田風景

新暦表示
もあり！ 月の

満ち欠け
イラスト
入り！

二十四節気
七十二候
雑節を表示

サイズ：A4（開くとタテA3サイズ）

明治５年まで日本で使われていた旧暦は、月の
満ち欠けを１ヶ月のサイクルとした太陰太陽暦。
『棚田ごよみ』は、来年1月1日が、新暦1月31日
から始まる本当の旧暦カレンダーです。

平成26年版
『旧暦棚田ごよみ』

　写真：青柳健二

￥1,000（税込）
贈答用にどうぞ！

5部セット ￥4,500（税込）

二十四節気
七十二候一覧
付いてます！
（ポスター型）

初回特典

26年版は
『閏九月』が
入って
13ヶ月に！

うるう

ご購入は

TEL/FAX:03-5386-4001
E-mail : koyomi@tanada.or.jp
●Webサイトからのご注文もできます。
www.tanada.or.jp/tanadanetwork/goods/
※上記QRコードからも注文サイトへ行けます。 ※特典は無くなり次第終了させていただきます。 ※デザインは予告無く変更する場合があります。

NPO法人
棚田ネットワーク

11月14日（木） 18：30～　写真家 青柳健二さんが、棚田と旧暦のお話をしてくれます！　場所：丸の内さえずり館 （詳しくは www.m-neture.info）イベント情報！

会員に
なると！

年会費

○個人会員

○法人会員
１口3万円（１口以上）

私たちの活動にご支援・ご協力をいただ
ける、企業、団体、事業主さまを募集して
います。 詳細はお問い合わせください。

棚田ネットワークは「棚田の保全に
協力したい！」という会員によって自
主的に運営されているNPOです。
消えゆく美しい“棚田”をどのように
保全していくことができるのでしょ
う？ 一緒に考えませんか？ ぜひ、私
たちと棚田の応援団になりましょう！

会報誌「棚田に吹く風」（年4回）やイベン
ト案内お届けの他、棚田ネットワークが主
催する各プロジェクト（イベント）への参加
や、スタッフとしての活動もできます。

法人会員を募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 4,０００円
応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円

この上のスペース（ページ上1/2サイ
ズ）は法人会員さまのPRスペースとし
て広告や広報にご利用いただけます。  
（詳細はお問い合わせください）

年会費

〒 160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム 704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp
郵便振替口座：00100-7-151565
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、

東
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、
そ
し
て
伊
豆

も
概
ね
雨
予
報
だ
っ
た
の
で
す

が
、
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予
報
に
反
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れ
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稲
刈
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を

覆
う
淡
い
青
空
に
、
飛
行
機
雲

が
交
差
し
、
刻
一
刻
と
移
り
変
わ

る
流
麗
な
雲
や
様
々
な
光
の
強

弱
は
息
を
飲
む
ほ
ど
美
し
い
の

で
す
。
周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
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よ
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こ
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。
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ら
、
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田
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「
劇
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な
の
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も
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。
舞
台
や
ス
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ン
、
そ
し
て
観
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席
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と
な
っ
た
空
間
に
立
っ
て
、
私

達
は
主
役
に
も
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な
れ
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棚
田
劇
場
、
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棚田ネットのWebサイト
イベント情報、ブログ等

随時更新中！！

ホームページのここを見て！ホームページのここを見て！

NPO法人

［今月の表紙］10月5日に開催された静岡県松崎町石部棚田「昔ながらのお米づくり体験」での一枚。秋晴れの中での気持ちのよい稲刈り。


